
主 催

　明治以降の全国各地の経済・産業発展の主な担い手となったのは、商人や地主
などの地域の民間人であった。渋沢栄一は彼らに着目し、交流を進め、各地域の振
興に直接、間接を含めてかかわった。そして、銀行の業界団体や商業会議所を通じ
て人的ネットワークを構築するとともに、地域間連携と持続的成長を志向した。
　本シンポジウムでは、各地での渋沢のかかわりの実相を明らかにする。

2023年11月22日㊌18：00～20：00日 時

AP東京八重洲会 場 無料参加費 60名定 員 2023年
11月18日㊏締 切

要事前申込み、渋沢栄一記念財団
ウェブサイトよりお申込みくださいお申込み

学術シンポジウム
渋沢栄一がめざした「地域」の持続的成長
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趣旨説明 松本　和明　京都産業大学教授

報告 1 中京財界と渋沢栄一　杉山　里枝　國學院大學教授

報告 2 渋沢栄一の道徳観と埼玉における人格教育活動　恩田　睦　明治大学専任准教授

コメント 山口　輝臣　東京大学教授

報告 3 静岡県と山梨県における金融・鉄道事業と地域振興　三科　仁伸　拓殖大学准教授
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対応日
火～土、10：00～17：00
※日、月、祝日休み、月曜日が祝祭日の場合、
　翌日はお休みになります。

メール event0010@shibusawa.or.jpお問合せ先 公益財団法人 渋沢栄一記念財団
研究センター　学術シンポジウム係

掲載資料　渋沢栄一（古希）渋沢史料館所属



● 本シンポジウムは、申込み受付から参加に必要な情報のご連絡
まで、全てメールでご案内をしております。
 そのため、メールをお送りした後、リターンメール（エラーメール）
がなければ、申込者へメールが届いているものとみなさせていた
だきます。お手数でございますが、迷惑メール等の設定をされて
いる方は、あらかじめ受信許可の設定をした上で申込みくださ
いますようお願いいたします。

● お申込みフォームに入力いただいた情報は本シンポジウムに関
するご連絡のために使用させていただくほか、今後のセミナー
開催や当財団のサービス案内の配信のために使用させていた
だくことがあります。

● 当日、会場にて動画・写真を撮影し、財団ウェブサイト及び財団
機関誌『青淵』に一部講演内容を掲載する予定です。
予めご了承ください。

● 当日、会場でご参加される方はマスクをご着用ください。
● 会場の座席は、一定の距離を空けて配置します。
● 体調が優れない方は、参加をご遠慮ください。

感染症の対策について

注意事項

アクセス
Access

AP東京八重洲
〒104-0031
東京都中央区京橋1-10-7  KPP八重洲ビル12F

▲

JR各線をご利用の場合 「東京駅」八重洲中央口より徒歩6分▲

東京メトロ銀座線をご利用の場合 「日本橋駅」徒歩約5分
 「京橋駅」徒歩約4分▲

都営浅草線をご利用の場合 「宝町駅」徒歩約4分

18：00～18：05 開会挨拶 樺山　紘一　公益財団法人渋沢栄一記念財団理事長

18：05～18：10 趣旨説明 松本　和明　京都産業大学教授

18：10～18：30 報告1
中京財界と渋沢栄一
杉山　里枝　國學院大學教授

18：30～18：50 報告2
渋沢栄一の道徳観と埼玉における人格教育活動
恩田　睦　明治大学専任准教授

18：50～19：10 報告3
静岡県と山梨県における金融・鉄道事業と地域振興
三科　仁伸　拓殖大学准教授

19：10～19：20 休憩

19：20～19：35 コメント 山口　輝臣　東京大学教授

19：35～19：55 全体討論・質疑応答 進行 ： 飯森　明子

19：55～20：00 閉会挨拶 井上　潤

Program
プログラム

総合司会 井上　潤
公益財団法人渋沢栄一記念財団業務執行理事・渋沢史料館顧問

シンポジウム司会 飯森　明子
桜美林大学・早稲田大学アジア太平洋研究センター特別センター員


